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土壌のヵリ固定に関する実験法の検討

三須英雄1小柴尚博・佐野 豊（土壌肥料学研究室）

珊d．eo　MISU，Nao1h1ro　KOSHIBA　and－Yutaka　SAN0

Cons1derat1on　of　the　Experment　Methods　on　the　K－f1xat1on　of　S011s

　　　緒　　　言

　土壌中にあるカリの固

定が問題視されたのは工
　　　　　　　　　　（1）
＆J0FFE，L　K0L0DNY

等がリソ酸アノレミニウム，

リソ酸鉄に塩化カリを加

え，室温又はア0．Cで乾

燥一湿潤をくり返し，不

第1表 土　壌　の　性　質

∵質
土壌＼

κ1

κ2

土 性　（％）

粗砂1網砂
71．30

11．60

1ア．20

17．32

微　　砂

7．39

28．／0

粘　　土

4．／1

42．98

p亘

（KC1）

5．0ア

4．98

yコ

0，22

0．21

腐　植
（％）

3，98

2．68

置換容量

（m．㌫）

8．34

14．61

〔注〕 土性は目本農学会法により，腐植は丁岨in氏法による。置換容量は1NKC1に

よって定量したものである。

　　　　　　（2）
溶性のカリ塩の生成を認めた緒果であるとされている。

　その後カリの固定に関しては数多くの実験が行われ，

実験法も色々の方法が用いられてきた・例えぱ105．Cで
　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　（4）
十数時間，土壌を乾燥する方法，室温で風乾する方法，
　　　　　　　　　　　　　　　（6）
湯浴上で乾燥一湿潤をくり返す方法，土壌懸濁液にして
　　　　　　　　　　　　　（5）　　　（7）
一定期間，一定温度に保つ方法，圃場試験などにより土

壊中のカリが固定される現象が確認された。

　カリの固定（K－FixatiOn）という言葉の意味も人によ

り多少異なるので，この実験に関しては置換性のカリが

非置換性に変ることを固定と定め，置換性カリの定量に

は1規定の酢酸アンモニヤで浸出する方法を用いた。

　土壌中におげる置換性カリだげが有効性カリであると

は考えられないが，有効性カリの内の一部か或いは大部

分であると考冬られるので，置換性カリが各種の条件を

与えられた場合にどのように固定されるか，又土壌の種

類によりどのように固定されるかを検討することは，カ

リ肥料の施用法，施用量などを適切なものにする一助に

なると考えられ，これらの目的に合致した方法を見出す

ためこの実験法の検討を行なった。

　　　　　　　　実　　　　　験

　供試土壌には土性の異なる二種類を用いた。その主な

性質は第1表の如くである。

　定量方法としては109の風乾紬土に1規定の塩化カリ

溶液50㏄を加え，時々振とうして一昼夜放置した後，90

％メチノレアノレコーノレで遊離の塩化カリを洗浄した後，各

種のカリ固定処理を施し，その後／規定の酢酸アソモニ

ヤを50㏄加え，ゴム栓を施し，2～3秒激しく振とうし

た後静置，15分毎に振とうしつつ1時間又はそれ以上放

置した後，ろ液および洗液を合して200㏄になるまで／

規定酢酸アソモニヤで洗浄する。ろ液は蒸発乾固し，冷

茸後濃塩酸2㏄と濃硝酸／0㏄を加えて蒸発乾固し380oC

～400◎Cで30分間加熱し有機物を完全に分解する。冷却

後0．2規定塩酸20㏄を添加し，湯浴上で30分間加温し，

塩化第二鉄液を／滴（1㏄中に100腕9のFeを含むもの）

を加え，湯浴上にて約30㏄に濃縮しアンモニヤ水（1：

1）／㏄及び飽和ブロム水1滴を加え，1～2分問煮沸

して沈でんをろ過し，ろ液中のカリを定量する。カリの

定量には目立製E　PU－2型分光光電光度計を使用し

た。

　亨のようにして得られたカリ量と次に述ぺるカリの固

定処理を施さないで上言己と同様の実験を行なって得たカ

リ量との差を固定されたカリ量とした。

　カリを固定させる処理方法としては次の4つの場合を

比較検討した。

　1）／00oCで12時問乾燥した場合

　2）湯浴上で蒸発乾固した場合

　3）湯浴上で乾燥一湿潤を5回くり返した場合

　4）30oCで30日問放置した場合

　但し土壌に塩化カリ溶液を加え，遊離のアノレコーノレを

除いた後蒸溜水で土壌を蒸発皿に移し，一旦湯浴上で蒸

発乾固した後に1），3），4）の処理を行なった。又3）

の処理に於て乾燥した土壌を湿潤にするには土壌／09に

対して20㏄の蒸溜水を加えるごととした。
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以上の如くにして得られた実験結果は第2表の如くで　　考えられる。然しこの実験においては今後カリ固定の問

ある。・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題を取扱う場合に何のような固定処理をすれぱよいかの’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡その見当をつけるために行なっ
　　　　　　…第2表　　固定処理を異にした場合のカリ固定量

固定処理 ／0『Cで12時問乾燥

蒸発乾固

土壌

乾燥一湿潤を5回くり返す 30oCで30目問放置一

／009中に固定されたK　（刎g）

54 1・！ 25 24
κ1 置換容量に対する　　　　％

16．5 ・・j ・．・1
7．1

1009中に固定されたK　（肌9）

120 41
1・・1

69
κ2 置換容量に対する　　　　％

2／．4 7．3
η一・1

12．1

　　　　　　　　考　　　　　察

　第2表で明らかなようにカリで飽和された土壌は単に

蒸発乾固するだけで3．7～7．3％のカリを固定する。この
　　　　　　　（8）
ことはX∫．VOLLが土壌を室温で90時間乾燥してカリの

固定を認めていることからも推察される。然し他の3つ

の処理方法にくらペカリ固定量が極端に少ない。

　30oCで30目間放置した場合には蒸発乾固した場合に

くらべて可成り，カリ固定量は多くなるが，他の2つの

処理方法にくらぺて少ない。この方法は自然状態の土壌

を考慮すれぱよい方法と考えられるが，日数がかかり実

験上困難がある。

　乾燥一湿潤を5回くり返した場合には，κ／の土壊に

ついては30．Cで，30日問放置した場合とカリの固定量

は余り違わなかったが，κ2の土壌については／00oCで

12時間乾燥した場合とほぼ同様であった。

　繕局これら4種類のカリ固定処理をした場合のカリ固

定量は100oCで12時間乾燥した場合が一番大ぎいように

ことにした。

たので，供試土壌点数も少なく，

乾燥時間，乾燥一湿潤の回数，放．

置日数等にも更に検討すぺぎ点が

残されている。その故に実験時問

の短いことや自然状態の土壌では

常に乾燥一湿潤がくり返されてい

ることを考慮して可成りのカリを

固定すると思われる乾燥一湿潤を

5回くり返す方法を今後採用する
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　Four　methods　of　K－f1xat1on　were　exam1凹

ned　by　two　kmd－s　of　s011s　as　fo11ows

（1）　Drying　soi1s　for12hours　at100oα

（2）Drymg　so11s　on　water　bath

（3）A1temate1y　wettmg　and－d－rymg　the　s011s

　on　water　bath　f岬e　tmes

（4）Warmmg　the　so11s　for30days　at30oC

　The　resu1ts　of　tlhls　expenment　were　as

fo11ows：

Soi1
Treatment

κ／

κ2

（1）

16．5

2／．4

（2）　　（3）

・。・1・一・

ア．3 22．3

（4）

ア．／

／2．／

（％　of　f1xed．K　for　ex4cap）


